































































































































































































































































































































































（H22年6月23日） 第2学年 3組 既存作品 創作と即興 ○
笹山市立味間小学校
（H22年9月24日） 第2学年 2組 創作作品 創作 ○
大学内教育イベント
（H22年11月4日） 幼児−児童 2組 創作作品＋既存作品 創作 ×
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採用されている物語である。水の中を表現する青と白
を基調としたやわらかな色彩と，鮮やかな赤の魚の兄
弟たち，そして真っ黒なスイミーと，色のコントラス
トがはっきり出ている半面，版画によって描かれて
いるのが特徴的で，低学年でも印象によく残る図柄と
なっている。
　小さな赤い魚の兄弟たちと，一緒にいた１匹だけ色
の違う主人公のスイミーが，兄弟との別離を経て，広
い海の中で様々な自分とは違う種類の生き物と出会う
ことによって成長し，新しく出会った仲間たちと協
力して目的を達成するストーリーである。小学生低学
年の児童たちにとって，家庭を離れて学校で新しい友
達と出会い，様々な出来事を体験しながら関係性をつ
くっていく自分とスイミーの物語は，重なる部分も多
いものであろう。
　授業は，①物語（『スイミ』ーで固定），②音楽，③
ボディー・パーカッション，④言語活動の4つの要素
によって構成される。現在まで，２つの小学校と，筆
者が勤務する環太平洋大学における教育イベントで授
業実践を行ってきた（表１参照）。
　基本的な授業では，絵本をコンピューターに取り込
み，パワーポイントで紙芝居のようにスクリーンに映
しながら読み聞かせていく。物語の展開の中で，場面
に応じた音楽を用い，大きな動きのある場面ではボ
ディ ・ーパーカッションでリズムを体験する。同様に，
物語の中で登場人物の心が大きく動いている場面にお
いて，魚の形に切った紙片にそれぞれの魚の気持ちに
なって考えたことを表現する言語活動を行うというも
のである。
　次に具体的な授業の進め方であるが，最初の実践校
の三田市立富士小学校では，音楽としてラヴェル作曲
≪亡き王女のためのパヴァーヌ≫と≪ボレロ≫を用い
た。２曲ともに２拍子系の舞曲であるが，≪パヴァー
ヌ≫は終始静かで穏やかな作品，≪ボレロ≫は徐々に
楽器が加わることで内包された強さや激しさが増して
いくという，低学年の子どもたちにとってリズムや，
曲想の特徴がつかみやすい音楽を用いた。また，ボ
ディー・パーカッションは，筆者が創作を行った。
　実践２校目の篠山市立味間小学校では，作曲家であ
る山口聖代氏に，絵本の物語に沿った作品を委嘱した。
その際，絵本に「絵」として描かれていない要素を，
音楽で表現することを特に依頼した。例えば，スイミー
が独りぼっちになった時の心理描写や，様々な生き物
と出会う部分での生き物の様子を音楽で表現するとい
うものである。言葉から連想される音楽は，その音楽
が子どもたちにとって新しいものであれば，言葉と結
びつき，音楽における表現というものの１つのモデル
を提供することになる。山口氏が『スイミー』に付け
た音楽は，現代音楽の手法を用いたものであるが，な
がいうなぎの部分で（pp..17-18）のチューブを伸び縮
みさせたような音で作った音楽や，「ドロップみたい
ないわからはえてる，こんぶやわかめのはやし…」
（pp..15-16）の，きらきらした音色を用いた音楽など，
子どもたちにとっては絵本の内容を伴って，十分納得
できるものであったようである。さらに，山口氏はボ
ディー・パーカッションによる作曲の経験２もあるこ
とから，該当部分（pp..25-30）のボディー・パーカッ
ションもあわせて依頼した。ボディー・パーカッショ
ンを用いるのは，自分たちを脅かす黒い大きなさかな
を，みんなで追い出そうとする戦闘準備の場面である。
写真6　体感型読書「スイミー」授業風景2（上）
写真7　児童の言語活動例（下）
 2010年9月24日　於：笹山市立味間小学校
写真5　体感型読書「スイミー」授業風景１
 2010年9月24日　於：笹山市立味間小学校
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　この部分をすっと読んでしまうのではなく，ドキド
キする気持ちや，みんなで何かを一緒にやる，という
気持ちをボディ ・ーパーカッションで表現することで，
絵本の中に入って体験してみよう，というのが目的の
１つである。さらに，日ごろは体験することのない「自
分の体」が表現する「音」というものの存在に気付か
せる目的がある。「自分の体」の可能性を知ることが，
「自分への気づき」とつながるような，授業展開が今
後考えられる部分でもある。結果的に，１人の作曲家
に依頼したことで，音楽とボディー・パーカッション
の部分が自然につながり，子どもたちが違和感を覚え
ることなく物語に入っていくのを助ける音楽作品と
なった。
　言語活動は，ボディー・パーカッションと同様に，
スイミーの呼び掛けに応えて大きなさかなを追い出す
練習を行う部分で，スイミーが新しく出会った仲間の
「さかな」になった気持ちで表わしてみようというも
のである。小さな赤いさかなたちに模した紙片に，そ
れぞれの言葉が書き込まれたが，「ぼく，がんばるよ」
という言葉以外に，「ありがとう，スイミー」との言
葉が多かったのが印象的であった。
写真8　体感型読書「スイミー」授業風景１
 2010年9月24日　於：笹山市立味間小学校
Ⅳ．まとめ　−本研究の展望と課題
　音楽を始めとした芸術を，人が身近なものとして生
涯に渡って親しむ下地には，子ども時代からの「慣れ」
が必要であることは先に述べた。この「慣れ」こそ，
体験である。「芸術を感じる心というのは教えられる
ものではない。自由に感じることが必要だ」という説
を唱える識者もいる。しかし，芸術作品や活動を観た
り聴いたり触れたりすることで，そこから自分に関わ
る，何らかのメッセージを読み取ることができるとい
うのは，実はそれほど「自然な」ことではない。自分
と対峙する作品が，自分にとって「固有の」意義を持
ち，何らかの事柄を働きかけてくるといった事柄を「自
由に」感じるには，相当の訓練が必要である。
　幼いころから絵本を読み聞かせてもらっていたり，
本を読んでいたりという習慣を持つ者が，本から様々
なメッセージを得たり，時に適った助けや指針を得た
りするのと同じように，子どものころから音楽を聴い
たり，習ったりしていた者は，音楽が語りかける内容
を自分なりに理解できるものである。両者はともに，
こんな風に読む（弾く），聴くということが，環境の
自然な支援によって実現されてきたのだ。
　「音楽は言葉を超えたものだ」と言う人がいるが，
残念ながら音楽が言葉を超えることはない。むしろ音
楽はもう一つの「言語」そのものであるととらえるべ
きであろう。あるイメージを，言葉で表現するか，音
楽で表現するかの違いであり，音楽で表現できるもの
は，言葉でも表現できる。音楽も言葉も，共に外に向
かって表現するための道具であるが，それは同時に内
なる世界を理解するためのものである。その理解に必
要なのが，単語や文法（テキスト），そして背景理解（コ
ンテキスト）であることも同じである。音楽では前者
が音符や記号や形式であり，後者は歴史であったり作
品ができたいきさつであったりする。
　第Ⅱ節でふれたように，本研究は「音楽はいかにし
て人に寄り添うものとなるか」という筆者の問題意識
を出発点とするが，この度，子どもの言語活動やその
教育を専門領域とする本研究代表者伊﨑一夫によっ
て，「音楽」と「物語」という結びつきが先鋭化し，
学校教育におけるさらなる可能性を見せるものとなっ
た。なぜなら，「物語」という視点から「音楽」をと
らえることによって，「音楽」が「言語」を伴うこと
による，個人的体験を他者と共有するための手段の多
様性が確認できるようになったからである。
　個別の体験は「共同体」において共有される体験を
くぐることによってこそ，調整され深化するものであ
る。そこで物語は音楽を伴って「再創造」され，聞き
手に位置付き，共有化される。このプロセスは，まさ
に豊かな言語活動の基礎を培うものであり，その本質
はものごとを分析，総合，比較，関係づけるなどの論
理的思考，吟味的思考，批判的思考につながる。そこ
での体験を通して培われた論理的思考力を駆使し，応
用しつつ人間は生きていく。その「応用力」は，幼い
頃からの音楽を始めとした芸術活動そのものにかかわ
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る体験の中で培われ鍛えられるものであり，その豊か
さに比例する。
　研究は始まったばかりであり，明確な方法論や研究
目的である「体感型読書プログラム」構築に至るまで
には，まだまだ解明しなければならない点も多い。し
かし，音楽科教育の立場から考えると，新学習指導要
領の内容を実現していくためにも，今後はますます，
学校の行事や，生活，道徳の時間など，他分野との具
体的な連携方法が問題になってくるのは明らかであ
る。そのような中で，音楽科授業の学びの一つひとつ
がただ「知る」だけで終わることなく，実際に音楽が
自分のものとして子どもの心の中に場を得ていくため
には，音楽を挟んで互いに向き合い会話し，思いを共
有・共感しあう体験が欠かせない。先に見た「展覧企画」
でのアンケートも，そのことを示していると言えよう。
アンケートでは，芸術によって，観客の中にすでにあ
るものが作品に反映・喚起され，それが観客に返され
た時に，深い感動が訪れることが確認できる。それが
共有されたとき，人は自分が独りではない，というこ
とを確信し，他者と共通する普遍的な思いの存在を気
づかされることになり，他者と共にいる，という確信
で満たされているのである。芸術が人間にとって必要
とされている理由の一つがここにある。
　最後に，今後音楽と他分野を連携させることによっ
て生まれる，具体的な期待について述べる。その一つ
は，現時点において音楽科教育でさらに充実が必要と
考えられる「悲嘆の表現」を扱えるようになる可能性
である。
　現代日本においては，墓地が郊外に作られたり，火
葬場が市街地から遠ざけられたりなど，「死」が日常
生活から遠ざけられる傾向がある。核家族化も手伝っ
て，子どもたちからは「死」が表面上隠されたものと
なった。「芸術」が古来「作法」を示したことからも
わかるように，芸術において「喜びの作法」（結婚式
など）「悲しみの作法」（葬儀など）は欠かせぬ要素で
ある。
　現代の日本の音楽教育においては，喜びや希望に満
ちた表現が含まれるものは多いが，「死」や「悲嘆」
などを含み，その表出のモデルを示す題材は少ない。
「物語」を「音楽」に連携させることで，あるいは，
音楽そのものの持つ物語性を表面に押し出すことで，
それらの限界を超える可能性が見えてくる。
　本年度の研究においては，独りであるということ，
出会うことによる成長，共にあること，といったテー
マをスイミーで追求してきたが，次年度以降は，その
ような「死」や「悲嘆」といったものに向き合うテー
マを据え，「体感型読書」を基盤とした音楽科教育と
他分野との具体的な連携及び，内容的な深まりについ
てさらに探っていきたい。
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